
１
１

り
ｑ
１
Ｎ
１
Ｎ

I い
咽
釧

金
尾

１
附

I

詩
参

－

１
１

■．

ｰ

」



一
一

一

．

I

、

｛
形

一

1

へ

、、
1

’

過
ハ

～ﾍ
G

＞

｜

’

〃

》、

’
功
、

一

、

』
、、

へ／
」
F

(八
唯の

二

一一 ー

－－一■一
』 一一一

一 ■-



一

F

■■~~－－ L

」

I 盾

ザ

妻至姦
、

，

□

一

一

1

え÷８
１

雌
、

■

?

､司一 レー蚤1 す

冠牌

r

秀 毛

し

，、

う

の

尹

と ー
L

爪 、
ー

一
一

の

一

’L 丘



一
弓

－可

自
P

●

三一
－

Nズ山 1 ’
ﾝ．

Ｉ
1，J も

､イ
一

、

8，0，
づ

－

一

一_ここ
‐

勺

二一
一一
一

一
一
一

1 N

久
野
寺梅
林

神

ｌ
Ｉ

一
ｚ
Ｌ

鞍

Iつ

みじ
め

庵》

鞠コヲ

酬
い
ふ

い
心
、

一

一
》

ｰ
0

▲

《いつ
》

､

I 蓬鵬 、

皇 ー

b

6－■－一 戸－ 二 -一 一
一

､

I
－－ 一 ---- , . - 1 一一一一 一一一 一 . －‘ 一一 画一一一I ｡一■ － －一



一一

－

心

』

P
。

一
宅 一

＝竜，…

油沖卓
《
毎 カ

キ
マ

6

抄
莉
“
吋
州
崎
池
の

●

弦
え治

う
欠
曲
畜
創

を
１

紳
瓜
ざ
の
誰

為

I
●

脇 入
寺

"，

、 、
他
ヴ
狸

、
鞭
妙
を

約
、

、

、

乳
が
ヤ
辻

、

蝋
美ｉ

、

沢
良

一

宇
唄
山
下

ｆ

可
卜
--
-

--二＝壱

必） 樋
０
１

二
脾

七

L P

L1一一
一-－ 一一 . _一

－

一一一. ~ ~一I
h■11|■－ 皇－．－ ．．.田口一一 一▲‐－マL一一一一 一 一一一 一

一－ 垂



－
一 ー

一一

‐ 可U●

、

l迅
理一二

〆
I

1

→

台

可一

ゾ
、
一
卿

ら
増 ℃

、▼ 、
垂

ザ
《 弓

､

、

、、

』

屯』|鐸
、

、

〕

0

、

■■■- 二一
ー－ー

ー

’ ■■ ･ ーー

一一一一一一一一一 .弓一一

壬一 一一 ． 』
－－





一ぬ 一･ － －

一

＝

I

一

夕

「｡

崩
乍
田
Ｉ
鞍
玉

夕る ’

素 lh

し 卦

式

‐や

●
ら

心ｈ
弥
竪
岨
鯛
郷

白
ﾀぃ pj 空

巴
句

季幡
噂．や

》
参
聖
で
勺

９
Ｕ
◆
色
目

むＵ

ｂ
山

●

h●

b*◆ 討

0 、､

、

そ
＃ ヴ

池
一宇

¥､，

ー

‐＝
q

L

一
一一

I

戸 一

－

。



一
一 ‐･－－－坐 一． －－－－1

－ －
－

■■■■ロ － －－－－

一

‐一
一 －

－‐一一 ． ‐ ‐

I

＄

←

Ｆ
写
郡

－句

‐
ｌ
■
■
■
■
。
ｌ
ｉ
Ｉ
‐
Ｉ
」
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

１
。
■
Ｆ
■
■
■
■
■
■
■
８
０
■
昼
■
■
■
、
■
■

１
１

、

鼠及

鯏
鼠

、
↓
彪
掘
伽
ワ
ト
Ｌ

斗
加
の

≦

ー
、
ｊ
Ａ
ｕ
Ｊ

V

弱男 の
一

イ
『
／

~

②七 舟
p

I
I

を

緋
＝

↓
ち

の の
私℃

の

、

、 、、 、 、b 、

参'、 一

一言 令一

二一一一Lー
ｰゴー院 一 一一－－ｰ 』

－－ －－－‐一一 一一一

一‐一一一。



_一 ‐一一一一一一

－－

－ ■

’
“。

ｰ

I》

●

＝
－

－一

、

0

、

－ い
乢
伽

郡争
垂

一

一
一

之」

〆
凡 ､穿

至

幸

一、

二『



－ー
--- 一 一-一一－

正ﾛ

I
ｰ

口
祁
彰
１。

▲

、
、
Ｊ
妃
易

0

1
しと

V列

I

Ｉ
ノ
必
Ⅷ

麦
花
１

、

｜
’

一
一
一

一

一

一

－~一丁~~一一‐
一一一

ー
一

二 二一一- － 一一一



－

－

鈩

℃

『
要

一
一
一

---画

●

縦
土
留
角
ｔ
、
、
７
４

噸
｝
茜
卜
や
首
魁

●

沿
刈
’
て

>、

Z
凸

、、 、 、
艶
ノ
ウ
イ
イ

卜



一

－－一一
一
一－－－

｡,｡

’
｡

Q

－

、

の

P

■

ー

1

、
ａ

垂P

‐

L

でで
目目

0

跳跳
ユユ

剣剣

II
44 ひひ

bb、

りり
心

内 脾
必

＝
、 －

砂、
ゆ

少
い
しゃ ﾆノ ～

▼

一

p

夷
一

土

4

Lドｰｰ－－ －－ －－‘ －－．．.‘‘,I■Iロ 。,10,,,,..--.,,...,,-.,･ﾛ,,---

I
ニー ー一一一一 一一．- －



－

タ

9

‐

I

I

拳
帆
歩

、

、

I

I
Ｊ
や
イ

リ

ユ

｜
’

輪吃

、
、

之

童、

1i'、

、
、
一
手
Ａ

、
《
Ⅲ
諏
蓄
甘
畢

1 、
、

画

、

遊
可Ｉ

フ
、
て
鰄
淑

一
心
窪
１
も
、）

－－－－－

■■ﾛ■■■ 一一h_ ..一－

里

壱一一 ー
ー



一画 一一一一

〃

㈲

■

、

１
ト
ー
竜
、

■Ⅱ■■

’ニヨ



－

－－

’ ,患軽
一
℃

え 戎
強
下
を

一

す
樅

｛

一
一
一

】し
。

の

や

１
１

'し

卜

一

y

、
ｉ
一

､ f ，
~』

遂
罰
工

Ｔ
Ｅ

I
－－ ．－ _ _一三 三 -一

１
１

」

』』

＝

－－－‘＝－－－凸二一・ ．‐‐__．
』

”

一

一・

－

－



一 －■■■■■■■■■■

可
’

一一一一一

一二一一

一

－

I

l
k

一

~~く
～

夛弓。ー

一一三、竜 qP

ー

F‐更ジーー

I
、

〕

守

~ ､パ

’
ｈ
仙
川
の

■

●

0

●

＜■

己

卜
ｋ

一 - - - --
－

L－
■■■■■■

一

一

一一一 ■■－－＝－‐ ‐ ‐一一 一一一 一一 一

I
』

U■■■ 一一L一．-.ー－ －‐-

■－．､－－－
一 ‐一

一F‐‐ ‐ ‐



－－－

－

〃

1

、
~

ｆ
ｒ
Ｋ
互
詞

産

ユ
フ

、

、

ワ

］

！
の
九
笏 鹿L

心 h

ふ
み
噸

、
久
宛謬
仏
夕

、
、
成
砲

、
噸
腺

、

霧
惣。

4

I
h

召
司戸 ユー 一一一 L－－－ － －－二一二 －－ 一

－
ー

声

I
一一一

m一-- L=－－－－－ －－－‐ ‐_‐ ー二



一一一一 一.-口11■■■ 一一

一

1

6

‘も

0

j，
．、

ユ

で
I

8

仙

稔
の
肱

不
ｊ
ｒ
ｌ
ｉｌ
辱
為
う
息

4

q

ら b
Oo、 b

融‘
lp

・ィ ‘上b

歯“
d

さﾊﾄ」
l

l

Fb

●■

UAI

一一〆′〆〆ー～

1

可

■■■■■■■■■
画

一--- -ず．－‐二 一＝壬一

．
』

一

』一 －－． － －.一I■ ー
＝

｜
’＝一



一一一一

■

､･寵‘｡､ ． ～〃－，．些畢、 “.． 一ｰ

｡ 1夕

画
Ｌ
二
口

、、

一

肱；
綴ノ
レゐ．

Ｉ
．

の

弓
■

Ｂ

Ｐ

ｈ

理

で卦
ﾚｸ輿、

ノ〕
､

升
の0

鼻

､DL

才乏
~

夕 Ⅷ

ス
了

、

、、公、 、

↑
I

｜

L-－－ －－－－－ －－．－－ ‐
一一一一－-----ヨロー テー一一

』

’

■－－口■■■P－口 -. ロ■･一 一一

■－－－ －－－－．‐ ､－ －－ ー



－－ －□－
一

－－－－■■■■ 一

字

1℃

’
､

ざ

篭

I

ぬ

可
。
■
Ｐ
，
啄
引
丘

､鐘
1

I

、

I

0

》も〃一
一

Xilblb
0■■■■L

－－‐ご
ー - 一

一

一
」
一

一
一
一

一
一

一

〈
一
一
一

一

ー

－－－

一
一

一

0

し
Ｌ
ｐ
－

ｒ
』
ロ
ロ

●

一一
一

可

、

一‐、一口..q_‐ -訂一 L 一 二 － － ‐一一 ．。

一一一一

』

--- -一一一一一一‘･‐
二一



■

一一

一

第～ ぺ熱一

』
～

つ

１
１

〆

=≦へ鞄

１
１雲緯、

一
1

角

〆

舘
レ

ー

’
一

１
１

■

白

戸

一一

『

■
■
■
■
５
ｌ
ｂ
■
Ｂ
Ｐ
ｌ
ｌ

可

’
働く篭

一

、一
己

引戸
で

１
１ザ

１
日
日
日
■
■
■
■
■
引
日
■
日
１
ｌ
１
ｌ
ｌ
１
１
ｌ
ｊ
ｊ
ｊ
ｌ
Ｌ
Ｂ
Ｅ
■
ｒ
Ｌ
Ｂ
Ｄ

ザ

ゆ

■

一

I

‐

’
Ｐ
且
』
■
”
■
Ｉ
Ｂ
Ｂ
■
■
■
■
■
Ｊ
１
０
ａ
ｑ
里

●．

－－



■■■■■ー 一＝ －－
－－－ －

一

T

1
a、1■

一

ー

’
一

I
5足クソ

マー

一
一一

β

、
口
々
■

一

一

凸

0

一一

一

蝿
一

’
一

一

一

ー
－ －－－

A

l
ｰ

一一一二一一
k

■■■■■■■■
－－－ｰー一庁一 一一一

一二一一一■- - - -．■一一
』

二．一
一



一

－■＝－

－ーー＝ー
己

■■■■■■■■■
－－－－

－

_Z

１
１

一
げ
じ
ｐ
ｖ
〃 ■- 国--

A ▽~ｰ －－－

、．

而能先
可悉師

銘世
、之一人

多系

い
＃
卜
い
ゆ
壱
ギ
ー
伽
ご
ｉ
枠
７
為
Ｉ
Ｉ
ｊ
ｉ
洲
ｊ
Ｉ

ｒ劾
心
老
迩
敬
躍
１
Ｊ
菖
客
弧
、
仏
ソ
好

兆
刑
鐵
ｚ
１
胴
ふ
ふ
驚
念
２
の
屍
聯
員
、
十
参
ゑ

”
州
荊
へ
“
八
Ｋ
伽
爪
り
も
も
り
伽
〃
Ｍ
叩
刈
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ル
Ｗ
ｌ
ｊ
４
〃
も
ｈ
γ
”
州
や
喉

且
の
八
一
一
１
１
〃
し
仇
咋
謝
釧
ｆ
Ｌ
１
ｊ
Ｍ
ｗ
僻
ｙ
９
脚
７
１
肌
；
》
ノ
季
靴
癖
令

訓
州
１
Ｊ
リ
マ
あ
／
ｉ
１
１
川
＃
１
１
ｊ
Ｉ
郡
；
ｊ
剛
２
仇
い
梁
吻
鮴
吃

-ヅ

苫

！
書鼠

’ 0

原
一

人
Ｉ

■

０

１

８

１

■

１

■

Ｐ

ｌ

ｌ

Ｉ

ｌ

ト

ト

ー

Ｒ

，

ト

ー

Ｉ
。
１

１

、
”
電
』
鴎
、
ユ
タ
可

一
旬
外

１
１
１ 喝

裁口

！
)1
ユ画
DP

ﾛ呪

h

巡
り
廷

』 一
一

一

一一一 一 ， . - -,--- - -.- -- -－- . -
一一一一■－ .

－

－■■■■■■■
－－

Ⅱ■一一 ､｡- 一

’
ー



一

－

全

‐
ーー

ターーー 凸一勺

今 一 ヨで

、、

ソ由

－

咽
圭

翁
も

紬
で

、

ｬ小
父 画

、 ノ

夕
ア

遇ザ

ﾄﾏ匙、 、

2＞

ら Ｆ
１

塾
ｖ
Ｊ

ウ入
號左

、
、 寺

f

y，

心 芝ノ 巧
だ

、

浄

しZ
ら

く
屋
沙

& 一一

打、

I

；t
｜

｜

I

童
〈

理
上 島
凱 ：

1

:1
斗‘、

；
砂

体
Ｌ
ミ
ベ

潮
も

’

１
１

々
〃

)可 ~

』■

＝

ﾛ■ロﾛ _ 戸一一
－

一

。
ー-

一‐‐ ‐ －．ゴｰｰ 一'一



一－口ロー
－－

可－ ■「 -

且

0
ノ

、 1

｡

幸

、
p

一

今●ヂ■

舎
崎
４
岳

潔
す
１
４

q

ー

昼

種
グ

I 吾ゐ
ぇ

上
堰 の

可

11
一■

心

、

ろ
h

吻 ろ
１
０

？

ノ

を、 L

、

の 鈴
堕
靴
弱

’ 定
、

b

q

V

Z
）

ー

＃芙 塔 菟一

や
一
一
弓
‐
密
／
心

１
１

自
得

峰
迅
江
↑
。

亀)玄
施
漉

長
》
一
一ゴ と

ｰ

褐 鞄
里

蕊
卜
』
要も

9

－-、－← 一－ す-- -p一

1111■.~-一~ー‐ ‐ ‐一=－－‐ 。

－三声
一

－』
P

－－－－． ‐



一一

。

〃

｡

》

琴
Ｚ
、
，
夕
竪
ｆ
學
？
耐
ノ
ぐ
お
心
う
手
鼻

志
一
瞬

＃
零
７
欠
壁
之

号
二

； ；
１

時
参
＆
捲
ソ
塗
る
↓
皇
や
鐙

澱
す
ふ
‐
人
一
ヶ
７
殉

上
ｆ
仏
Ｉ
を
汎
ど
あ
１
１
；
侭
１
６
函

ふ
１
重
ち
う
杉

た
ふ
抑
剥
４
４
Ｊ
冬

！
'i
号
一
一
扇
．
定
／
“

１
１

自
得

亀

雪 認可
I
－．－－－－‐ ‐ ・ｰ＝－－

一

一戸 ロI■■一一 一一一‐ ﾆ ーー
言 一 一



』
▼

ざ
、

－ 言- 一一

似,箏一?鰊一
言畔

凸 ●

●

－

１
１ ~

、

、

±

無
1

〃

江
・
戸

秤
脚
哨
４
ｒ
く
ｊ
ｆ
３
哨
抓
ｖ
ｌ
か
物
湘
や
ｌ
小
屹
ノ
ム
ノ
城
や
ｌ
ｊ
ゆ
今
で
①

グ 詞
／
、
丁
ｔ
魚

淵
易
ｆ
騏
山

、

易
あ
り
〃
ｊ
小
町
く
心
の
偽
い
や
Ｉ
ｒ
災
屯
の
と
／
っ

ザ
義
を

,’ 典
？
〃
や

秘
ｊ
淋
勿
７
ｊ
小
職
う

多
名
平
介
４
４
も

鰯
止
ｆ
く
、
｝
腸
吋
邸
駒
も
出
ろ
〃
良
く
並
肱
悪
道

当
亀

弱
み
ワ
ｉ
勘
Ｖ
ｔ
ろ
え
小
初
ｒ
ｒ
蚤
埴

巴

’
一
「

、

会
＄
嚇
盛

。

Ｉ
河
君
ｊ
ト
ム
り
ゐ

汗
角
名
〃
Ｉ
イ
リ
ｊ
舟

凸

・
蚤

、
薑
…
主

１
１

0

！ 封
泥
ｒ
３
Ｉ

■

ぬ
あ
虫
牝
側
燭
、
掘

を
均

潰
燗
ｆ
向
ｌ
↓
祁
叩
●
ム
ノ
酷
ち
ろ

諺
ｒ
蚤
踏
誹
陵

塁
打
し
お
ゞ
雑
以
心

“
柳
ｌ
Ｊ
３
も
凸
仙
１
１
馴
鋼
、
顕
８

９

乙
患
近
腫
圃
討
‐
又

、 、

、

h

旭
藍
且

画
聖
込
翻
心
へ
塁

胴
；
異

弄
呵 ）

″

基
何
b

一一一

一

－－
ー －_

』
一一

』

－

■-- - 一

h

一・ ・ 一 － 凸



一 －－－

一一ﾛ－

＝瓜‘
▼ ▼

』

●

一

色

鰯
《
誕
即
へ
一
ｇ
－

ｂ
ｐ

リ
ヅ
泌
聴
１
ヶ
毎
‐

望

弾
叩
十
ｉ
を
通
り
小
や
卿
ふ
毎
１
つ
砿
γ
圭
参
心

戎
ノ
、
で
ｔ
ぽ

狩多
ゆ
り
殉
～
ふ
耐
Ｉ
も
４
応
帥
や
Ｉ
ｒ
Ｊ
屯
の
と
／
っ
、
淘
吻
要

聯
；
弥
狗
７
ｊ
山
師
う

当
亀

胴
叩
俳
フ
ト
ー
二
吋
邸
１
脚
；
ぬ
氏
ろ
、
Ｉ

易
Ｚ
家
山

、

力
好
１
３
叩
ｔ
／
り
し
？
Ｐ
Ｙ
ｒ
好
フ
ァ
酌
み
遁
虹
醐
叫
‐
天

‐

１
１ ！ 』（

；
ぬ
あ
虫
比
例
い

｡

江
・
戸

、

、 、

異旭

零通

焔
） ，
二

苧

しI



口
〆

7 V

－
－

〆

［

－ －

’
Q

’
ヅ1

◆ 9 ，

織擬一・
10

撒
珊
吻
媚
ノ
ー
脚
令
ｊ
吃
‘
ど
く
Ｘ
１
１
力
矧
副
尺
脇
ｉ
は
潅
刑
腕
白

ふ
ん
１
Ｊ
や
倫
払
も
り
？
魯
封
才
と
蝿
Ｉ
、

込
必

班
駒
／
慨
Ｋ
ｒ
訟
肋
１
１
か
ラ
ム
乱
‐
の
Ⅵ
Ｉ
Ｊ
Ｙ
Ｖ
Ｉ
し

Ｎ
雌
刈
Ｉ
Ｉ
痛
’
あ
う
４
０
の
哩
雌
ｒ
ｊ
ｊ
↓
陶
述
ｊ
Ａ
１
ｊ
１
心
仏
附
Ｉ

‐
て
１
ｊ
ｎ
ｗ
峰
呼
９
４
‐
ｈ
Ｙ
‐
々
加
到
刑

も

沙

Ｗ
蝋
ｆ
〃
垂
助
叩
イ
＃
１
曲
卿
ｊ
小
１
毛
恥
川
Ｊ
、
亀

遮
竣

沙
心
心
哩
斬
脚
魂
亭
穆
令
〉
、
ワ
今
，
く
い
今
細
咋
如
星

今
ｊ
蘂
諭
ノ
ム
簿
‐
そ
恥
ｒ
Ｊ

’ I
i

暗
糀
唖
似
吸
１
１
／
４
噸
し
劃
１
必
妬
く

琴
、

鍬
１
１
姥

＝

を
渦
ｒ
４
１
謬
非
各
毒
墨
、
老
或
γ
ｉ
鼎

…
！

上
４
℃

を
拳
さ
り
忙
愁
●
湯
ご
一
趣

一

・

ろ

＃ 仏駅泌
？
タ
？
鹿
、
霞
む

フ
9

確
姥

形
了
八
守
九
Ｉ
弟
』
胤
呵

２
と
”

或
丁
秀
彦
０
雨
蝿

’

、
や
匂
多
Ｌ
ｇ

、

一
塁
菊
こ

花
勇
久
協
↑

吃

、

１
１

光
六

凸
弄
り
払
弔
‐

え

’
■■■■■■■

一

一一 一一一一‐‐■｡q■DqO■■■ロロ‐
＝

」一生

一

ニーーー=一_』』
ｰ一

＝



■

１

１
１

１
角－

Q

一

ｌ

慨
啄
ｊ
ノ
さ
た
り
舟
↓
心
調

一
色

Ｂ
ｗ
ｕ
ｍ
司

祠
勺
＆
ふ
い
嫁
心
門
叩
／
ｌ
今
、
，
、
く
・
・
へ
”
い
》
ゆ
ゆ
奇
や
／
し
凡

１１

。

』

、鞍逗，0ーｰ

･慰班 ’＆’

老 急

〃

噂
え
足
１
１
忽
を
２
、
め
ゆ
う
ｉ
ｊ
や
４
慰
人
／
賂
、
７
Ｊ
１
．

奔
川
牝
●
途
や
，
勺
も
今
そ
止
塚
訂
し
錠
莎
曙
↑
川
↓

哩
堀
脾
叩
鐸
ｖ
、
〃
１
‐
ｊ
Ｉ
牌
刈
，
ｊ
ｈ
蟠
勿
へ
‐
句
ｙ
／
・
ゆ
院
ソ
『
ｖ
３
１
１

１
Ｊ
＄
７
割
・
〈
剛
ノ
、
生
面
〕
〆
ｒ
，
郷
引
延
し
鋤
〃
１
唖
却
《
１
０
Ｌ
Ｐ

咽
丑

賎

Ⅲ
剛
の
並
咽
、
溌
側
ら

》＄
、

句私
△
て
牝
↑
斑
穴

吟
ｊ
人
参
‐
ｊ
ヤ
ー
ｊ
Ｈ
〃
ノ
シ

、
御
や
Ｉ
え
４
ｒ
ら
ゅ
を
加
ｊ
虎
ノ
ノ
雌

に
恥
１
Ｊ
～
Ｌ
７
７
↓

’
ど
伽
Ｕ
ｊ
１
の
い
ｙ
～
Ｌ
Ｋ
Ｌ
叫
佃
ｊ
ｊ
し
４
蝿
ｙ
１
Ｊ

ｗ
椛
叩
１
１
、
ｏ
４
Ｐ
、
－
卜
、
Ｉ
ａ
ｕ
”
》
喝
加
咽
可
ｌ
ノ
ー
タ
』
満
昇
金
ら
〉
ｗ

を夕み
〕
ふ

｡

戸
玲
１
く
盛
γ
む

ら
う
秘
耐
ら
‐
城
７
３
心

つ
り
洲
Ｊ
秘

踏
聯
ｖ
ｆ
川
７
４
ノ
聯
ふ

厄

、

ワ

を
遼
公
ｉ

》
）
ｎ
Ｊ
く
ハ
ノ
ハ
倣
叩
‐

ハ
流
Ⅷ
’
三
画
遥
診
鮎
腰
、

曲
毎
６
上
ど
も
胤
刑
睦
司

殉
＃
”
，
Ｐ
⑪
バ
レ

ー
〃

０

ヤ
ェ

トリ
I D 曜

岐
学
一
対

聡
鋤
ア
句
耐
叩

“
ぬ
鵬
凧
歩
堀
曲
廿
ｊ

胞 息 諭

IAr純!‘
小擬塊

可

6

Ｌ

ｌ
ｌ

灸

*･D
’

ハ



』

(。
一 ‐ ・－.‘d

一 １
１

１

『

■

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

０

ｌ

ｌ

Ｏ

Ｕ

Ｉ

ｌ

ｌ

Ｊ

Ｏ

０

１

ｌ

－

ｌ

Ｉ

ｌ

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

」

－

’ 1

旙
姥
で
ｆ
瞳
う
ゅ
尾
嘩
１
軒
畦
車
遮

一
細
稚
ノ
サ
Ｉ
Ｌ
鰯
ふ
舅
／
宝
、
坤
を
壬
；
九
、
乎
喚

蝋

ｊ
１
Ｙ
ノ
ふ
や
捗
れ
事
り
ぎ
く
苓
叩
、
，
１
吋
城

、秘 掌
も
ｉ
ｊ
撚
咽
の

号

＃
』
ぬ
財
の
少
諺
面
会
ノ
か
腿
Ｋ
ｒ
心
１
Ａ
ノ

ｊ
砒
心
‐
Ｘ
１
Ｉ
ｔ
尺
込
尚
悩
ふ
ぬ
剛
糸
手
７
９
ぁ
ｌ
魯
典
父

畦

毅
ら
や
々

恥
癒
。
、
。

童
へ
畔

１
１句

１
１
１

！；
～

ず
ゑ
Ｉ
遁
苛

委
叉
や
‐
盤

零

、
猫
叩
恢
雌

尼

尉
屹
沙
２
も
狐
の
中
つ
く
矛
●
参
芋

↑

鰍
う
伽
岨
の
町
～
為
》
ど
腓
７
４
洲
か
～

廻
小
９
妙

、

恥
参
身
く
董
了
ぐ
鹿
瑠
人
矧

口 ●

珍

沁
蝋
脈
り
八
湖
ひ
く
‐
も
芝
疋
／
か
Ｉ

サ
ノ
血

皇
吻
り
ふ

１
ｈ
Ｊ
イ
玖
下
嬢
鮴
沙
履
ぎ
ず

Ｇ

Ｉ
Ｉ
１

１

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ
ｌ
４
ａ

ｌ
ｌ

■

福 誹
乞
刀
莚
／
、
心
尺
ふ
ぃ
を
匂

入
り
ゆ
脈
ツ
！
“
や
”
眺
簡
ｒ
ｊ
Ｎ

、
ろ
為
ノ
ー
だ

珠
弍

茂
ノ
Ｊ
掌
Ｉ
全
蓉
斗

一
ア
ラ
Ｑ
Ｊ
Ｋ
Ｊ
く
命
，
／
八
堀
評
し
、
〃
臨
皿
判
小
叩
叩

唾
ｆ
イ
、
訂
睦

、

与I

力

、

、
，
堪
斗
這
雪

薑 i 管
</l 蓬も

十一遊 壷

ナ
～
ぬ
臘
訓
澱

l/L 、

■■■■■■■■■■
一L一 -－L －－－■U■l■■■■"-

ニー

テ ー‐
ー

b､－－ 日． ‐画



一● ｰ

’
－－－－－－ － －

1
､ へ←へ

” ゥ】
’

一

、

、釦
鰄
上
の

多
膠
か
郡
の

Ｌ
と
金
吃
の
，
命
眺
剛

甚
叫
毎

YI 夫別
匂
屹
；
か
も
勺

の弧
1■■

。
９
句

ｰ

樋
に
功
～

グて
l/z

、

凸
鼻
４
４
も
ゐ
ム
ン
又
〆
、
！

､､
Ｃ
Ｇ
Ｈ

の
恥
恥
睦

ム

残

ロ

しZ
ノ

花
を

毒汀や
｜

’

ら

逐

噂
Ｊ
妨
庵
予
告
番

、
」
、
画
い
Ｕ

I

尋
ｂ
ら
子
γ
ふ
く

、

ら
〃

、堺
蕊
ｚ
ｍ

ろ
患

』‐（
’

』

も
矛
Ｕ

}てろノ

！ ､

、

強 ‘ま
'フ 13､フ

抵
亨
ノ
唯
苅
：
咄

と，
Ｉ
沁
苫
１

、、

叫
泌
盈
田

Ｔ
と
い

毫
↑

４
◇
う

ｉ
ｌ
ｎ
Ｕ
ノ
ー
ｒ

画
・
日
ワ
ｊ
〃
ロ
■
■
ｌ
■
ケ

、奪
壌

嘘

彊手

吃
あ

くI勺

翌 君

、、 、妙
小
ｒ
‐
Ｊ
暉
区
塾

町

光
十

I

蝿
ノ、

3
q

し口 、

！
噸 山 州 山猫

|‘

一
一三

Ⅱ|■11- ~ ・一‐
一一

L_－．-f---- 一一



『 、

I
D

－_＝ 一 ■
■
１
０
１
１
１
１
ｉ
■
Ｈ
１
Ⅱ
’
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
－
１
ｌ
Ｉ
ｌ
１
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ⅱ
ｊ
８
Ｈ
０
０
Ｊ
Ｉ
Ｈ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
８
０
０
８
０
１
６
８
Ⅱ
Ⅱ
日
日
０
■
１
１
１
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

可

， ’

ー－－

－

ﾜミ

●

ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ

蝿
埼
ず
い
Ｉ
地
～
皇
奥
蓄
毛

可

１

１

１

２
セ
ノ
く
シ
虻
ノ
編
‐
の
ｈ
‐
ｙ
今
ｆ
弛
考
ら
ノ
く
り
ロ
ソ
～
ひ
‐
い
Ｉ
，
鯵
ヶ
，
と
Ｒ

ｎ
即
ｊ

Ⅸ
側
″
Ａ

字
卜
婦
や
払
Ｉ

、

や
伽
》
の

Ｊ
４
ぞ
ふ
ろ
“
〃
ぬ
Ｉ
ｔ

毛
琢
§
や
３
入
酷
杉
・
亨
ｔ
屍
ど
失
う
と

圭
ノ
職
４
ｔ
宝
す
て
も
入
易
今
批
‐
＆
ざ

必
ｙ
２
ｆ
で
猫
￥
ヵ

ｊ
ｒ
ｒ
ｊ
ｊ
Ｗ
弛
砂
や
恥
ノ
哺
厚

、

言
准
盗
め
・
泳
雀
や
夕
勾
夕
辱
き
望
ｌ
戒

７
ハ
ブ
公
や
１
里
乃
奔
旬
く
ｆ
ｏ

フ

窪
４
甦
如
，
八
や
’
ノ
学
，
烏

重
ジ
″

、

１
１
Ｊし

蛙
〃
も
遡

晩
人
カ
ノ
マ
ノ
』
４
１
油
叩
‐
紗
Ｆ
勾
舳
鞭

易
ふ
流
ク
増
、
王
‐
恥

脇

垂
、

贋，

#14,

ｌ
ｌ
ｌ
０
■
■
■
■
■
日
■

Ｉ

入
毎

誰
ll

、

、
、 、

登
廻
燧

亙
月
確

'1
1 1P
＆

■,l -

島ア ；１
１
１

汰
八

’
一

－－ 一一
一

一

,ﾛm.....ー ．一＝ 』
IlIlUl｢ー－ －－－ －

一一

= 一＝F- ． ．－－ ’－ ．



一

ご

一
層
八

且

＝

’
の

ゴ

’

ﾜ

、

許.毒一.争這
,ヘビ秤・ ←

》
稲
～
ん
Ｙ
ｉ
Ｉ
酸
札

ｰ

岬
''2Y，

’
う

チ
》
｝

を ４
６
札
耽
州
や

４
や
為
ｒ
化
Ⅶ
ｈ
〃

崎心
Ｆ
蛇
歩
ソ

I

Yi>
、

1'乙列
‐
く
刑

肋
７
１
１
１
の

鞄 形
、
坪
く

樋
0

く 淵
跿
ど
‐
人
巡
め
う

豹
れ
ら
晋
４
世
ア
略

ゐ
く
ﾈろ

諺』 、

絵
§
鬼
ら

を 豹
ｊ
ｆ
だ
も
’
坪

ゐ
の 、

ザ
５
１
ノ

ヮ

jl
。

、
、 、

； ‘&
ト

j｡

鋤 ， ‘リ 、
豹Z【

’昭 』

｜ ・足l l

日

ｂ
Ｐ
Ｐ

ｒ

ｄ
ノ
７

吟
心
悔
７

以
駈
可
４
ｓ

遁 芦

↓富鎚遥

砥 、 、、 、

ゾ

。 ノ

我光
九

淫

。ー 一

一一一

言

~－－－－－－
ｰ

－ 一



で．
ハ

1
．リ

〃

1 ●

可

い

11

口
● ■

畦
〆

け
翼
牝

jこ
】

フ 、

の

|,’
今

ノ

、

》む
う
１
斗

6

’の
了
〃

1

里
、 ）ノ、

j，
I

’

ー

仏
蝋
の
鞠
勧
週

’
I ﾓ、クソ、

』て
、

、

‐蛤
I ワ

時
偽
辿
沁
哩
亜
南
、
・
一
、
凸
巫
今
‘
０

も
、
Ｕ
■
ｆ

吃
、、 、

Iユ
。

ー

訓
羅
列

塁

ヤ1 《卜
』

I

■ ▲ ｰ一

一一一 一 - . 一一一一L 画一-一 一



．
一一＝ ヨー
－ー－ － 三

一

一
一
句

’

｡一
』
■
■
。
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ⅱ
０
日
日
日
０
１
日
■
Ｕ
Ｉ
０
■
ｌ
Ⅱ
■

▽

ト
ー

〆

CP

’v似ノ

し
通

■

奇
皇
』

で
参
参
あ
り
一
風
１
勺

、Ｌ
ｈ
ｊ
●
㈹
γ
１
６

紫
1
乗

ク
す
し 、

?
I

＃

ヲ
～
ん
肱
Ｙ
悪
１
１
ｊ
豆Ｉ

’

1 毛 1

’

＃ リ

唾
２
余
値

I

1 ｕ
■
ロ
回
Ｌ
炉
に
四
阿
脾
Ｊ
己

洲
’
八
Ｗ
ｖ
７
、
爪
川
，

N

二
一

十
一一

、 I

■一－－－－ 。－.－－．－－一一一一一一一ー

一－－一
－‐ ・－－－－コ一



一－ ． －1－ ＝＝ －－－－－－
－－ 一

一

一一
一

埠

”
。
■
】
■
■
■
■
伽
い
‐
Ⅲ
Ⅳ
０
Ⅱ
ｕ
ｕ
８
ｑ
口
■
■
■
■
■
■
■
■
Ⅷ
肥
Ⅵ
Ⅱ

『
一

「

’

｡

ノ
●

P

⑪、

召

一

一 一〆乙

， 慰膨,ﾗ声鈩図－噸§琴､中
、~､やE声二 一

『

Q＆
一

（
虹

’ 参
入；

■
『
ア

“

4

m

＆
『 串

’剣

４

の
企
●

Ｉ
ｌ
ｌ
０

Ｉ

Ｉ

１

１

１

１

１

１

１

１

ｊ

１

０

Ｂ

■

』

■

■

■

○

ヘ

ー

L

１
１

Q F
b

七弓

京
一
擦
過
御
津
町
喫
へ
可
》
ｅ
ｂ
■
ｒ

、
、
Ｌ
ｙ
Ｉ
ｈ
入
Ｉ
ｆ
ｌ
Ｉ
ｊ

Ｊ
、

、

’

で、
’

［

衛
共

熊
学

両

と、
I

I

I

且

I1
J■

←

一二」一 一一

＝---薯一一
ｰ一

ーP－一 ~－



ー

■

ｰ

7

、

，

ー

h
， 1
L 吟一 一一


